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授業で学習をしていくとき，人とかかわりながら学んでいくことで，新たな考えに触

れ，学びを深めることになる。そして，子どもは人とのかかわりをも豊かにしていくの

である。そうした子どもどうしのかかわりを「ケアリングj の概念に着目してとらえな

おしてして。子どもどうしや子どもと教師のやり取りを分析していくと，どのようなや

り取りを通してケアが行われているのかが具体的にわかってきた。
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1 問題の所在と方法

(1)問題の所在と背景

近年，学校現場では I問題行動」が多発してい

る。その原因として，子どもの「社会性や対人関

係能力が十分身についていなしリという点が原因

の1っとして指摘されている(国立教育政策研究

所2005)。この課題を改善する視点の lっとして，

学級経営が重要視され，見直されてきている。特

に，学級活動の時間にソーシヤルスキノレトレーニ

ングや，グ、ルーフ。エンカウンターなどを行うこと

で，子どもどうしの人間関係を円滑にし，学級経

営を していくような事例も多数みられる。

また，自由時間を増やし，子どもには 「子どもの

世界の生活」を経験させ，そこから人間関係を作

っていく，ということも示されている(斎藤 1997)

上記のようなプロセスを踏まえたうえでの学級

経営および授業づくりも，大切になってくるであ

ろう。しかし，学級活動の時間は週に 1時間程度

しかなく，その他の特別活動の時間などを含めて

も，学校生活のほんの一部を占めるに過ぎない。

学級活動や特別活動 I自由時間」の中だけで子ど

もが人とのかかわりをよくすることができるかと

言えば，そうではないだろう。そこで，学校生活

の大部分を占める教科の授業において，かかわり

を育んでいくことが重要になってくる。授業改善

を行い3 子どもどうしのかかわりを大切にした取

り組みを行っている学校も増えている。後ほど紹

介するが，神奈川県の茅ケ崎市立浜之郷小学校は3

1つの実践校として挙げられる。

学校の授業は子どもが知識や技能を習得し，ま

た，思考 ・判断・表現をしながら学ぶ場である。
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そして，それは自分 l人で学ぶのではなく，他者

と話したり，共に活動したりするなどして得られ

る部分が大きい。そして，その過程で子どもは人

とのかかわりをも学んで、いく。

N.ノディングスは I子どもは，学びたいと思

った人からしか学ぱなしリ と述べ，子どもの人間

関係の良さと学力の向上は密接につながっている

ことを述べている。授業の中で，人間関係を良く

していくこと，すなわち，人とのかかわりを大切

にしながら，教科の学習を進めていくことは理想

とされているのである。

(2)研究の目的

子どもどうしが「人とのかかわりJを大切にし

ながら学んでいくことができる授業を作ってし、く。

そのために，本研究では，授業における子どもど

うしのかかわりを「ケアリンク1の視点から分析

し，子どもどうしのやりとりの中のどのような場

面で「ケアリング」が生まれているのか，また，

「ケア リング」の関係が生まれた要因として，ど

ういったものがあるのかを見てして。その際，子

どもどうしのかかわり方や教師のかかわり方など

に着目して分析していきたい。

(3)研究の方法

①先行研究の検討

②①をもとに教育実習で自らが行った授業の分析

2 先行研究の検討

(1)ケアリングについて

子どもどうしがよりよくかかわっていくために，

「ケアリング、の関係」を築くとしづ考えがある。

このケアリングについては，主に以下の3つの考



え方がある。

①メイヤロフのケアリング論

メイヤロブは，この「ケアリング」を， rケアす

る者」が 「ケアされる者」 の「成長及び自 己を実

現することを援助するJことと捉えている。「ケア

する者」と 「ケアされる者」との問には，前述の

ような関係が出来上がっている。たとえば，両親

ー子ども，教師生徒のように 「他者の成長を援

助するJとしづ面で， r共通のパターン」があると

考えている。メイヤロフは，この考えのもと， r人
間関係性Jを重視したケアリングを主張している。

②ハルトのケアリング論

ハルトは，メイヤロフのような「人間関係性j

ではなく r役割関係性」に注目した。教師一生徒

関係において，生徒には 「教育学的サーピスが引

き渡されるべき要求や期待をもっ」役割があり，

教師には「子どもの学習活動についてJr子どもの

要求を満たしたり ，期待が成就するよう lこするj

役割がある，としている。あくまでも，生徒が学

習したいとしている要求に対 し， 教師はその要求

を満たす，という関係をケアリングとしているc

③ノディングスのケアロング論

ノデイングスは，メイヤロフとともに，ハルト

の 「役割関係性Jに基づくケアリングを否定し，

「人間関係性」に基づいて行われるケアリングを

提唱している。

ノディングスのケア日ングの構成要素は rケア

する人JIケアされる人Jrケア リングの関係」で

ある。 「ケアする人Jが Iケアされる人」に対し

て，相手が欲しているケアを受容し r自分は，他

者のために何がで、きるか」ということを考え始め

る。これを 「専心jおよび「動機づけの転移」と

している。「ケアされる人」は rケアする人」の

行動や言動によるケアを受け入れること，即ち，

「受容 ・承認」し，そのケアに「応答Jしようと

することが大切である，としているのである。

また，ある特定の人が 「ケアする人」となり ，

「ケアされる人」となるのではなく，あくまでも

「相互性」である，としている。ノディングスは，

ギリガンの主張も借りながら，ケアリングは r個
人の能力」ではなく r関係の倫理」としてとらえ，

「ケアする人」と 「ケアされる人」との「ケアリ

ングの関係」を重要視している。

こうした倫理を，ノディングスは 「ケアリング

の倫理j としており r模範Jr対話Jr実践Jr確

証」の4つの要素から成り立つものとしている。

ケアリングは，ケアリングができる人(教師)か

ら子どもたちに対して 「模範」が示されねばなら

ず，その「模範」から，子どもはケアすること，

ケアされることを学ぶ。その 「ケアリングの関係」

を築くために重要なことの lつは「対話」である。

「対話」とは，単におしゃべりすることでなく，

話をすることで，共感や相互理解を探究するもの

である。それを学校の中で「実践」することがで

きる授業ないしはプログラムを組み， 子どもにお

互いにケアしあうことの体験をさせる。そして，

「ケアリングの関係」の中で I確証」を得ること，

つまり，他者を十分に知り，その人がどのような

人になろうとしているのか，を見極めることが大

切となる。そして，それを見極めることで¥その

人に対する適切な「ケア」を提示できるのである。

これまで 3つのケアリング論を見てきたが，

重要なのは，関係性の在り方そのものである。そ

の関係性とは，他者のことや，他者の考えを理解

しあい，その上で自らの考えと結び付け，よりよ

し、ものを生み出していく，という関係性である。

そうした点から，ケアリングを「関係の倫理」と

して捉え rケアリンク、、の関係Jを重視するノディ

ングスの論に着目し，子どものかかわりを見てい

きたい。

(2)かかわりを大切にした授業実践について

学校として，人とのかかわりを大切にして教育

を展開している学校がある。神奈川県の，茅ケ崎

市立浜之郷小学校で、あるO この学校の校長で、あっ

た大瀬氏は， rどの教室においても自分が学んだこ

との確信をもち安心して学びに参加できる子ども

がいて， どの教師も誇りを持ち自分自身を自分ら

しく伸ばせる学校」を目指している。その上で3

学校でのケアリングが重要であるとしている。教

師が「日々配慮をして」子どもが抱えている問題

をケアしていくことはもちろん， r子ども同士の支

え合しリを 日常の学校生活の中で生むことが 教

師に求められているというのである。

Y教諭の国語科の授業で、は，自分の思い通りに

ならないと攻撃的になる Y児が，教師のかかわり

により，詩の世界に浸っていくようになる。Y教

諭はY児の意見を聞く(r受容」する)ことで，ケ

アの「模範」を示した。ケアを体験した Y児は，

他の子どもの意見にも耳を傾けるようになり，学
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びに参加するようになった。

11教諭の社会科の授業では，クソレーフで lつの

「テープ(番組)Jを作るとし寸学押を行ったc こ

こでは，日頃声が出ない S児のつぶやきが3 クツレ

ープの斗lで「意思のある言葉」として受け入れら

れ，活動が展開してし、く。S兇とその他の児童と

の「対話」により学習が進められ，H教諭はその

眼下カミら「今は見守るときであるIと下IJ断し，あ

えて子どもに任せている。

これらの事例には，千どもに刊誌範」を示した

り，了どもどうしの「対話」を大切にし，あえて

カ功、わらなかったりという教1':111の支援が見られる。

こうしづ支援の積み重ねにより， 大i柏校長が目指

す子どもどうしの支え合いは/1まれている。

3 実践と結果 (明らかになったこと)

(1)対象児童と学級の概要

本研究の実践は，教l融専門芙古IIIでお世話にな

った，山形市立N小学|交で、行った。対象児童は，

小学校3年生30名(男子 16名，女子 14名)であるc

この学級に入って，授業や他の時間で子どもと

接していると，このクラスの「雰囲気の良さj を

感じることができた。この「雰111・|気の良さJには，

下どもどう しのケアが関係しているのではないか，

と感じ，その視点で授業での千どもどうしのかか

わりの様了を観察した。

(2)授業の概要

今回の実習では 1工場ではたらく人々Jを単元

とした社会科の授業を 9時間行った。

この単元で意識した点は，グループuで、の活動を

取り入れ， 子どもが他者の:芭見を聞き，自分の意

見を出しながら，学習を進めていくことである。

木実践は，子どもどうしのかかわりがあったと

考えられる場面を取り上げる。iii-J[:のまとめとし

て「班で l枚の新聞をつくる」としづ授7主である3

なお，子どもは，前々単元で和~I人新聞を作って学

押のまとめを行っており，新|却を書く ，という こ

とはある干自支できるようになっている。

(3)クソレーフ。で、のやり取り

以下は， グループロご、との「編集会議j で各自の

担当記事を決めた後，記事を喜く場而である。

このがI}を構成する児童は， Hごろカ、らよく発言

をし，学習内容もよく理解している K児(男子)， 

I~I 分の考えは出すが， 学古j内作がJl~Wi~で・きていな

し、と ころも多いメ児(女子)，普段からあまり話を
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せず，学習が苦手なS児(男子)であるc

X児:(自らの担当記事を熱心に書いている)

K児:(占きだし)fがわからないため，悶々と

しながら用紙と向き合う)う~ん。

S児 :(ckiくことは決まっているがところどこ

ろ集中が切れつつある。グループnの雰

囲気も助け，とりあえず喜き始めた)

K 児 (一人で悩むことをあきらめ， ~児の記

事をのぞき込みながら)うーん，あのさ

あ，XLlム書き方がわからないんだけど，

どうしたらし、し、かなあっ

X児:(記事を書く手を止め)えっとね，私はね，

まず最初にね 1"-にひみつがあると思

ました。」みたいなことを喜いたから..。

たぶん，そしたら，書けるんじゃないの

かな?

K児:ああ，なるほどおっ(:--i児のアドバイスを

もとに，ゆっくりと書き始める)

1<児 (とりあえず， 書き上げて)できた。こん

な感じでノ〈丈夫かなあっ

(少し不安そうに K児に話しかける)

N児 :(I<!日の記$:に目を通し)これできっと大

丈夫だよ!

K児 ほんとにつああ，よかった !この後のと

ころは，大丈夫だな。ありがとう 1

(続きを書き始める)

S児 (2人のやりとりが視界に入りつつも，特

にそのやり取りに入らず，ただ，自分の

記事を書いている)

K児が記事を書き上げる一

K Jt-先牛 1あのね， ，最初のところの書き方

がわからなかったんだけど， f¥児から教

えてもらって書けたんだよ 1

T おお 1すごい 1 一緒に喜けたんだね !

K児は初jめ， ~I 分一人で書き 出そうとするが，

悩んだ挙句，自分のわからないところを¥!日に聞

いている。それに刻して X児は， K児のわからな

し、ところを受け入れ， i¥児なりに K児に「こうい

う書きんが良いのではなし、か」と，自分なりの考

えを提示 している。

N児は，1<児に聞かれるまでは，自分の書き方に

白信を持っていたが，聞かれた途端に 1たぶん.• • J 

などと，少しイ二五tになっている様子が伺える。実

は，完全に自(行があったわけではないということ

に気付くのである。しかし， K児が自分の考えを



喜んで受け入れてくれたことで¥次第に自らの書

き方の良さに気付いていく。

S児は，この場面では 2人とはかかわっておら

ず， 1人で記事を書いていた。

4 考察

実践の中で紹介したN児は，書き方がわからな

いという K児の悩みに寄り添い，受け止めてい専

心j して)し、る。そして， K児にとってわかりやす

い書き方を提示している。それを， K児は受け入

れ(1受容 ・承認」し)，それを参考に書いているo

N児のケアに「応答」したのである。ここで， K 

児は書き出し方を学んだと考えられる。一方， N 

児は， K児に書き方を聞かれ，自分の書き方に疑

問をもち始めていた。しかし， K児が N児の書き

方を受け入れたことで，それがK児のN児への「専

心」となり 3 それを N児が「受容」することで，N

児は自らの書き方の良さを行届君、した。そういった

意味で"N児にとっての 「学び」となったと考え

られる。

「ケアリングの関係」は相互的なものである，

と述べたが，まさにそういった相互J性が見て取れ

たように思う。この関係は子どもどうしの問では

日常的に行われているのかもしれないが，教師は

案外見過しているのではなし、かと感じた。今後，

子どもどうしのやりとりを見るとき，その点を意

識していく必要があるだろう。

一方で，他者とかかわっていないS児の存在も

ある。このグループのメンバーは3人で、あったと

いうこともあり， 2人がかかわっている中で， s 
児が入りにくさを感じてしまったので、はないだろ

うか。この場面のように， 2人のかかわりを生み

出してはいるものの 1人が取り残されているよ

うなこともある。こうしたとき， グループつの構成

(4人以上の班にする)などの手立てが必要だと考

えたQ

また， s児がケアしあおうとしていないことに

ついても考えていく必要がある。 s児は，自分な

りに頑張って記事を書いてはし、たが3 少し悩んで

いるようでもあった。その悩みを，一人で、抱え込

むのではなく 3 他者に対してケアを求めていく姿

勢を育んでいくことも大事になる。

この学級には「とても良い雰囲気」があったと

述べたが，普段から子どもどうしが互いにケアを

しあい， 1確証Jを得つつあったので、はないか。ケ
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アをしあおうとするやり取りが，教室にちりばめ

られてし、るように感じた。

5 今後の課題

子どものやり取りをよく見ると，何気なし、かか

わりの中に「ケアリングの関係」があり，その具

体的な形が見て取れた。

しかし，普段の授業では，そのようなやり取り

を見過しがちになる。授業を「流す」ことに意識

が行き，子どもどうしのかかわりを見ることがで

きなくなるためである。前期に行った教職専門実

習 Iのときよりは，後期に行った教職専門実習H

のほうが，子どものかかわりを見ることができた

と感じてはいるが，まだまだ見過していることが

多い。今後，子どものかかわりの様ー子をつぶさに

見ていくことが，課題として挙げられる。

教師は，本研究で見られたようなやり取りを教

室で多く生んで、いくために，子どもが他者とかか

わりやすい環境を設定していく必要がある。学習

形態などといった視点から，子どもがかかわりや

すい場づくりを意識していく!必要があるだろう。

また，子どもとのかかわり方についても，改善

していく必要がある。実習で子どもとかかわると

き，ケアリングの「模範」を示せていただろうか。

子どもの疑問や悩みに「専心」できていただろう

か。どちらも，まだまだできていない。教師とし

ての子どもとのかかわり方を，今後追求していき

たい。
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